
宮崎で 「働く」 ＆ 「暮らす」
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｜２年連続｜ ｜平均 17度｜

　九州の南東部に位置する宮崎県は、温暖な気候や美しい自然、記紀神話に彩られた風土や
温かな県民性など数々の魅力に溢れています。
　宮崎県は特に「太陽」と密接な関係にあり、日照時間の長さや快晴日数、平均気温などは
全国トップクラスに位置しています。その太陽と自然の恵みを活用し、宮崎県は昔から農林漁
業の分野で発展し、全国に知れ渡るおいしい食材を数多く生産。これらを用いた食品加工業
を始め、医療や福祉、IT、建設業などさまざまな業種が充実し、国内を代表する企業も数多
く存在しています。
　そこに、海や山で楽しむアウトドアスポーツや、温泉やキャンプ場などレジャー施設の充実、
物価の安さなどの要素が絡み合い、インターネット調査による「幸福度ランキング」において、
宮崎県は２年連続で１位に輝いています。このことからも、県民の生活や暮らしに対する満足
度の高さをうかがい知ることができます。

総務省統計局「小売物価統計
調査（構造編）2019年結果」

ブランド総合研究所
「都道府県SDGs調査2020」

気象庁「1981年～2010年平年値」
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データで見る宮崎の就職状況

　上の数値は、仕事や働き方に関する各種データを宮崎県と全国で比較したものです。全体的に「給与」
に関する項目が全国の平均よりも低くなっていますが、都会に比べ物価が安く、通勤時間も短い（＝交通 
費が少なくてすむ）ため、出費額が少なくてすみ、生活に困ることはありません。また、都会に比べ 

「育児」にかかるストレスが少なく、企業においても育児への理解があり、休業が取りやすくなっています。
　従事者の多い産業・職業では、老人ホームなどの高齢者施設が充実していることもあり、「医療・ 福祉」
関連が最も多くなっています。

厚生労働省「令和元年賃金構造基本統計調査」

総務省統計局「平成29年就業構造基本調査」

総務省統計局「平成29年就業構造基本調査」宮崎県：宮崎県雇用労働政策課「労働条件等実態調査」
全国：厚生労働省「雇用均等基本調査」

文部科学省「令和２年度学校基本調査」 ※全日制、定時制（通信制除く） 宮崎県産業政策課調査

厚生労働省・宮崎県統計調査課「毎月勤労統計調査」
※事業規模5人以上、一般労働者及びパートタイム労働者合計
※所定内給与とはきまって支給する給与から超過労働給与を除いたもの

宮崎県 全国

大学卒業者 188,000円 210,200円

高校卒業者 155,200円 167,400円

宮崎県 全国

平均年齢 48.1歳 46.1歳

平均継続就業期間 14.9年 13.7年

宮崎県 全国

産業別人口 医療・福祉 製造業

職業別人口 事務従事者 事務従事者

宮崎県 全国

男性 10.2% 7.5%

女性 　91.8% 　83.0%

就職者 2,881人

うち、県外就職者 1,210人

うち、県内就職者 1,671人

県内に就職した割合 58.0 %

就職者 2,289人

うち、県外就職者 1,337人

うち、県内就職者 952人

県内に就職した割合 41.6%

宮崎県 全国

所定内給与 209,296円 244,432円

新規学卒者初任給

有業者の平均年齢・平均継続就業期間

従事者の多い産業・職業育児休業取得率（令和元年調査）

県内就職率（令和２年３月高等学校卒業者） 県内就職率（令和２年３月大学等卒業者）

平均給与（令和元年平均）
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